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は H，60KC，その集束昌吉波の悠域における平均出;域 j金受 1ま 170Watts/cm2 で，その投射;1寺間を変動せし
めて投射量:を調節した内組織学的検索のために 10 %ホルマリン生体回定によって屠殺し， ffl域に相当す















見られたが， 1 乃至 3 週間後には完全に正常像を呈していたロ
5 秒乃至 9 秒投射しでも，毛細管の像は 3 秒投射の場合とほぼ等ししまた，細動脈，細静脈において
は血管壁および血管周囲組織の浮腫性膨化が認められたが， 1 乃至 3 週間後には正常像を呈していた。
10秒以上の投射においては，投射によって生じた破壊巣，すなわち径約 3mm， 長さ約 6mmの範囲内に，











1) 集束紅j音波の焦域内の脳白質，灰白質に壊死を生ずる投射量は，周波数 1460KC，平均焦域強度 170
Watts/cm2 において約3秒であるが，この投射量によっ τは脳血管はほとんど変化を受けない。
2) 4 秒以土 9 秒以下の投射によって，脳血管は種種の変化を受けるが，これらの変化は投射後 3 週間以
内にすべて消槌する。また，認むべき出IÍIl もないの


















数は 1460 KC，その集束超高ー波の主主域における平均焦域強度は 170Watts/cm2 で，その投射時聞を変動せ
しめて投射量を調節したの組織学的検索のために 10%ホルマリン生体固定によって屠殺し，焦域に相当
する限局性小破壊巣の血管を Hematoxylin Eosin 染色， Elastica van Gieson 染色， PAS染色， Pap染色，
Mahon 染色等によって検査したの
(成績)
(1) 脳実質内の毛細管は 3 秒投射によって投射約12時間後にきわめて少数の毛細管の周囲に漏出性出血
が現われる場合もあるが，細動脈・細静脈には何等の変化も認め得なかったり
(2) との漏山性向I血をきたした毛細管を精査すると，一般に血管壁の染色性の低下および浮腫性膨化の
像が見られるが， 1 乃至 3 週間後には完全に正常像を呈していたの
(3) 5 秒乃至 9 秒投射しでも毛細管の像は 3 秒投射の場合とほぼ等ししまた，細動脈・細静脈におい
ては血管壁および、血管周囲組織の浮腫性膨化が認められたが， 1 乃至 3 週間後には正常像を呈していた。
(4) 10秒以上の投射においては，投射によって生じた破壊巣，すなわち径約 3mm， 長さ 6mmの範囲内
に， 17j至 2 個の毛細管の点状出血巣が認めら Tこが， 1 乃至 3 週間後はこの出血巣は消失し，脳実質内の
破壊巣はグリア細胞にておきかえられていたの
(5) 投射 15 秒以上におよんで，漸く細静脈の部に小出血巣が認められた σ
(6) 投射 20 秒以上に到ると，細動脈の部にも小出血巣が認められたり
(7) 脳実質を破壊するに足る 3 秒投射を行う時，集束超音波の通過する脳表の受ける破壊作用は焦域の
破壊作用よりもはるかに軽微で，血管には何等の変化も認められなかったD
(8) 脳実質の破壊量の 10 倍量にあたる 30 秒投射でも，脳表の血管には全く変化が認められなかった。







(1) 脳実質の破壊に要する投射量，すなわち 3 秒，およびそれ以下の投射によっては，焦域内の脳血管
はわず、かに内膜の浮腫をきたすのみで，投射 3 週間後には完然に旧に復しているの (2)従って焦域内に二次
的出血を起すおそれは全くないっまた，脳実質破壊に要する投射量の 3 倍乃至 5 倍の投射をした時に初め
て脳実質の毛細管が破壊されるの
(3) 脳内血管は脳実質の神経細胞群・神経線維群よりもはるかに集束超音波投射によって損傷され難く，
集束超音束を用いて脳内に限局性の小破壊を行う時，脳内の血管を損傷することなく目的を達し得ること
を証明したものであり，将来，脳に手術を行う際，脳実質にメスを加えることなくして目的を達し得る示
唆をうえた研究であるゥ
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